


第４ 章　 地方創生総合戦略

人口ビジョ ン１

　 2 0 1 5（ H2 7 ）年度に策定し た松阪市ま ち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略及び2 0 2 0（ R2 ）年度に策定

し た地方創生総合戦略に基づき 人口減少対策への取組を 行っ てき まし たが、 人口減少に歯止めがか

かっ ていない状況にあり ます。 また、 こ れまで分析を 行っ てき た内容から も、 更なる 自然減対策及

び社会減対策の両方の取組が必要であるこ と が分かり ます。

■1.  人口の将来展望

　 本市の直近の人口の推移は、 自然減（ 死亡数が出生数よ り も 多い）かつ社会減（ 転出者数が転入者

数よ り も 多い）の状態と なっ ています。 なかでも 、 社会減はこ こ 数年拡大幅が大き く 、 自然減は出

生数の低下によ り 拡大傾向にあり ます。

　 こ こ では、自然減対策と 社会減対策を 講じ た場合、人口減少を どの程度抑制でき る かの試算を 行い、

めざすべき 人口の将来展望を 提示し ます。

❶ めざすべき 人口の将来展望

　 こ のまま国立社会保障･人口問題研究所の推計のと おり に推移し た場合、 人口減少は大き く 進み、

2 0 5 0（ R3 2 ）年には1 1 7 ,8 3 9 人と 、 2 0 2 0（ R2 ）年と 比べ7 4 .0 ％にまで減少する こ と が見込まれます。

2 0 2 0（ R2 ）年度に策定し た地方創生総合戦略の将来展望から 考える と 、 更に人口減少が進んだ推計

と なっ ています。

　 今後自然減対策及び社会減対策を 講じ る こ と によ り 、 合計特殊出生率や転出超過数が改善さ れた

場合には、 2 0 7 0（ R5 2 ）年には約9 2 ,0 0 0 人を 確保でき る と 見込まれます。

❷ 人口の展望

　 人口の将来展望を 示すためには、「 合計特殊出生率」と「 転出超過数」を 設定する 必要がある こ と か

ら 、 以下のよ う な条件で仮定を し まし た。

〈 将来展望における試算の仮定について〉

　 こ の2 0 年間の合計特殊出生率の中で最高値であっ た1 .5 5 に 2 0 3 3（ R1 5 ）までの1 0 年間で達し 、

以後それを 維持する 設定と し ます。

●合計特殊出生率について

　 空家バン ク 等の取組によ り 、 転出超過数を 計画期間終了の2 0 2 7（ R9 ）に 3 5 0 人ま で に抑制し 、

以後その水準を 維持する 設定と し ます。

●転出超過数について

■人口の将来展望における設定値

年
2 0 2 5
（ Ｒ7）

2 0 3 0
（ Ｒ1 2）

2 0 3 5
（ Ｒ1 7）

2 0 4 0
（ Ｒ2 2）

2 0 4 5
（ Ｒ2 7）

2 0 5 0
（ Ｒ3 2）

2 0 5 5
（ Ｒ3 7）

2 0 6 0
（ Ｒ4 2）

2 0 6 5
（ Ｒ4 7）

2 0 7 0
（ Ｒ5 2）

合計特殊出生率 1 .3 6 1 .4 8 1 .5 5 1 .5 5 1 .5 5 1 .5 5 1 .5 5 1 .5 5 1 .5 5 1 .5 5

転出超過数（ 1 年） 3 9 0 3 5 0 3 5 0 3 5 0 3 5 0 3 5 0 3 5 0 3 5 0 3 5 0 3 5 0
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　 こ れまでの分析などを 踏まえると 、 本市の状況はおおむね以下のよう な状況にあり ます。

　 人口動向を 見る と 、 自然増減は、 2 0 1 0（ H2 2 ）年以降は出生数が死亡数を 下回る 自然減に転じ て

おり 、 減少数は拡大傾向にあり ます。 ま た、 社会増減も 、 2 0 0 8（ H2 0 ）年以降はおおむね転出者数

が転入者数を 上回る社会減の状態にあり ます。

　 自然減の要因と し ては、 合計特殊出生率は2 0 0 5（ H1 7 ）年以降おおむね上昇傾向にあっ たも のの、

近年下降傾向にあり ます。

　 社会減の要因と し ては、 県南部の市町から の人口流入がある 一方で、 県北中部や愛知県など への

人口流出が続いています。

　 人口減少対策に取り 組み、 自立的かつ持続的な地域を 維持し ていく ためには、 全市民及び関係者

が人口減少の現状や課題を 正し く 認識し 、 めざ すべき 方向性を 共有し た上で様々な取組を 進めてい

く 必要があり ます。

　 こ のため、 本市は、 引き 続き 次に示す人口の自然減対策及び社会減対策の両方を 同時並行的に着

実に推進し ていく こ と と し ます。 また、 こ れら の取組を 進めていく 上では、 行政はも と よ り 、 市民

だけでなく 県や国を はじ め、 本市に関わり のある 全ての関係者が協働で取り 組む必要があり ます。

❸ 対策の方針

○

○

結婚や出産、 子育て に対する 様々な 希望がかな い、「 子育て する なら 松阪」と 選ばれる よ う な、

こ ども を 安心し て産み育てら れる社会の実現を めざし ます。

子育てと 仕事が両立でき る 、 仕事と 生活のバラ ン スが取れた社会の実現を めざし ます。

【 自然減対策の方針】

○

○

若者や女性を はじ め様々な人が活躍でき 、 いき いき と 働ける よ う に、 地域産業の振興や企業誘致、

新たな仕事にチャ レ ン ジし やすい環境を 整え、 地域の魅力発信など を 通じ て、 住みたい・ 住み

続けたいまち の実現を めざし ます。

だれも が地域への愛着や一体感を 感じ 、 安心し て住み続ける こ と ができ る 住み良いま ち づく り

を めざし ます。

【 社会減対策の方針】

資料： 国勢調査、 国立社会保障･人口問題研究所推計及び内閣府将来人口推計のためのワーク シート に基づく 独自推計
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地方創生総合戦略２

　 国においては、 人口減少社会への対策と し て 2 0 1 4（ H2 6 ）年に「 まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略」、

2 0 1 9（ R1 ）年に第２ 期「 ま ち ・ ひと ・ し ご と 創生総合戦略」、 2 0 2 2（ R4 ）年に「 デジタ ル田園都市国

家構想総合戦略」を 閣議決定し 、 2 0 2 3（ R5 ）年に改訂がおこ なわれており 、 こ れまでの地方創生の

取組を デジタ ルの力を 活用し て更に加速さ せ、 国と 地方公共団体が役割を 分担し ながら 、「 東京圏

への一極集中の是正」と「 地方の社会課題解決」を めざし ています。

　 こ のこ と を 踏まえ、 松阪市においても 人口ビ ジョ ン を 時点修正し 、 地方創生への切れ目ない取組

を 進める ため、 国の総合戦略における ４ つの取組に重点を 置いた戦略を 展開し ます。

　 また、 人口ビ ジョ ン を 踏まえ、 かつ、 デジタ ルの力を 活用し た人口減少社会における 社会課題解

決や魅力向上の取組の加速化・ 深化を めざ し 、 持続可能なまち づく り を 実現する ため、 基本目標や

基本的方向、 具体的な施策などを お示し し ます。

■1.  基本的な考え方

■2.  基本的な方向性

　 国の総合戦略で示さ れた地方の社会課題解決の方向性は以下のと おり です。

　 ●デジタ ルの力を 活用し た社会課題解決・ 魅力向上

１ ． 地方に仕事を つく る

２ ． 人の流れを つく る

３ ． 結婚・ 出産・ 子育ての希望を かなえる

４ ． 魅力的な地域を つく る

〈 連携の推進〉

　 政策間連携、 施策間連携、 地域間連携

『 こ こ に住んで良かっ た…みんな大好き 松阪市』

　 人口減少対策である 地方創生総合戦略においては、 総合計画の掲げる 理想像と 方向性が同じ であ

る こ と から 、「 こ こ に住んで良かっ た…みんな大好き 松阪市」を 、 地域ビ ジョ ン（ 地域がめざ すべき

理想像）と し て掲げます。

　 松阪市においても 、 国の方向性に沿っ て、 前地方創生総合戦略と の継続性も 加味し ながら、 以下

の４ つの分野で取組を 展開し ます。

Ⅰ　 定住促進

Ⅱ　 少子化対策

Ⅲ　 雇用創出

Ⅳ　 地域づく り

❶ 基本的な視点

《 地域ビジョ ン》
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　 総合戦略の進捗状況について、 外部委員や行政内部によ る チェ ッ ク を 行い、 また必要に応じ て修

正を 加えていき ます。 その際、「 ②数値目標」に設定し た数値目標や、 各施策に設定し た数値目標、

重要業績評価指標（ KPI）も 参考にし ます。

❸ PD CA サイ ク ル

Ⅰ.  定住促進

　「 ２ ． 基本的な方向性」の「 ①基本的な視点」で掲げた４ つの分野で、 以下のと おり 具体的な施策に

取り 組んでいき ます。

■3.  具体的な取組の方向

住みたい・ 住み続けたいまちをつく り ます

◆ 基本目標

■ 基本的方向

●

●

市民が安心し て快適に暮ら せる空間を 創り 、「 松阪市に住みたい・ 住み続けたい」と 感じ ても ら

う こ と はも ち ろ んのこ と 、 自然や歴史・ 文化だけでなく 、 スポーツ活動などによ る魅力を 地域

資源と し て活用し たり 、 働く 場所にと ら われないテレ ワーク 等の環境を 整える こ と によ り 、 全

国から 選ばれるよ う な魅力あるまち づく り を 進め、 交流人口と 移住・ 関係人口の増加につなげ

ていき ます。 また、 松阪市だけでなく 松阪地域定住自立圏の構成団体である 多気町、 明和町、

大台町と 連携し た取組を 実施し 、 相互に役割を 分担し ながら 圏域から の人口流出に歯止めを か

けます。

松阪市の魅力を 様々な媒体を 通じ て発信するだけでなく 、 積極的な情報発信を 行う こ と によ り 、

市民には松阪の良さ を 再認識し ていただき 、 全国の方には、 関心を 持ち行っ てみたいと 思える

まち を めざし ます。

　 基本的な視点に掲げた４ つの分野で具体的な施策を進めるこ と で、 以下の数値目標の達成を めざ

し ます。

❷ 数値目標

※三重県の月別人口調査結果より 　 令和5 年1 0 月1 日現在の推計人口。

指　 　 標 ）度年5R（ 状現 ）度年9R（ 標目

総合的にみて松阪市は住みやすいまち と 感じ る 人の割合 8 0 .8 % 8 5 .0 %

指　 　 標 現  状  値 数値目標（ R９）

人口 1 5 4 ,5 4 7 人（ R5 ）※ 1 4 8 ,7 1 8 人

合計特殊出生率 1 .3 1 人（ R4 ） 1 .4 1 人

現在の生活への満足度 7 4 .6 ％（ R5 ） 7 7 .0 ％
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（ 具体的な施策と 重要業績評価指標）

１ ． 魅力あるまちづく り

〈 移住相談体制の充実〉

　 移住先と し て松阪市が選ばれ、移住者がスムーズに地域に溶け込むよう 、相談体制を 整えます。

また、 東京2 3 区から の移住希望の方で一定の条件を 満たす場合は、 移住に必要な費用を 支援

し ます。

２ ． 松阪市の魅力発信

〈 松阪市の魅力発信〉

　 松阪市の魅力を 広く 知っ ていただく ため、 市ホームページや自治体総合アプリ 、 SN S等を 活

用し 、 効果的な情報発信を 展開し ます。

〈 空家バンク の推進〉

　 空家バン ク への登録を 進め、 空き 家の有効活用を 促進し ていく と と も に、 移住・ 定住先と し

て選ばれる よう SN S等を 活用し て情報発信を 行い、 移住・ 定住を 促進し 地域活性化を 図り ます。

〈 テレ ワーク と 働き 方改革〉

　 リ モート ワーク が可能なサテラ イ ト オフ ィ スを 地域外の方が活用する こ と で、 地域活性化と

新し い働き 方を 進めます。

〈 地域主体型移動手段の推進〉

　 松阪市地域公共交通計画において、 地域主体型移動手段と し て新し く「 お出かけ交通」と いう

考え方を 取り 入れ、 公共交通が不便な地域において、 行政と 地域の連携によ り 導入を 進め、 利

便性を 高めると と も に利用促進を 図り ます。

〈 定住自立圏構想の取組〉

　 松阪地域定住自立圏において、 近隣３ 町（ 多気町、 明和町、 大台町）と 相互に役割分担し 、 連

携及び協力を 図り ながら 、 人口定住のために必要な都市機能及び生活機能を 圏域と し て確保し

ます。

〈 学ぶ場の充実〉

　 若年層の転出超過の大き な要因である 進学に伴う 転出について、 それを 防ぐ ための高等教育

機関と の連携等、 学ぶ場の充実に取り 組みます。

■重要業績評価指標（ KPI）

■重要業績評価指標（ KPI）

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

市ホームページにおける月平均閲覧数 219 ,9 0 6 件 2 20 ,0 0 0 件

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

転入者数 4 ,717 人 4 ,75 6 人

転出者数 5 ,14 6 人 5 .10 6 人

空家バンク 契約成立件数（ 累計） ※中山間地域 13 6 件 216 件

「 お出かけ」 交通を 導入し た地域 １ 地域 ３ 地域
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Ⅱ.  少子化対策

結婚・ 妊娠・ 出産の希望がかない、
　 　 　 次世代を担う こ ども を健やかに育てるまちをつく り ます

◆ 基本目標

■ 基本的方向

●

●

●

●

●

●

「 第１ 回みえ県民１ 万人アン ケート 」において、 未婚者で「 いずれ結婚する つも り 」と 回答し てい

る方が結婚し ていない理由と し て、 約５ 割の方が「 出会いの機会がない」と し ています。 結婚を

希望する方々の支援を し ていき ます。

合計特殊出生率が低迷する なか、 安心し て妊娠・ 出産ができ る 環境の整備や、 不妊や不育症に

悩む家庭への支援、 妊娠中から 出産後のケア等を 行います。 また妊娠・ 出産や出産後の子育て

における負担感や不安感の軽減のため、 気軽に相談でき る 機会を 確保し 、 必要なサービ スの情

報提供や支援につなげるよ う 切れ目のない支援（ 松阪版ネウボラ ）を 展開し ます。

育児不安を 抱えた家庭や不適切な養育環境にある 家庭への支援を 行い、 いじ めや児童虐待が深

刻化する前の早期発見・ 早期対応に努めます。

仕事と 子育ての両立を サポート する と と も に、 子育て世帯への経済的負担の軽減や、 家庭を 中

心に地域や行政、 事業所など様々な主体がこ ども や子育てを 見守り 支えるこ と ができ る環境づ

く り に努めます。

デジタ ルを 活用し ながら 次世代を 担う こ ども たち の学力向上を 保障し 、 郷土愛や豊かな人間性

を 培い、健康や体力の増進を 図る こ と で、バラ ンスのと れたこ ども たち を 育みながら 、学校、家庭、

地域、 行政が一体と なっ たよ り 良い教育の実現に取り 組みます。

社会変化の激し い時代を 生き 抜く ためにも 、 こ ども たち には、 来る べき 未来に迅速に対応でき

る ための知識や技能を し っ かり 身につける こ と に加え、 未来を 切り 拓く 力（ 主体的に判断でき

る力、 様々な人々と 協働し ていく こ と ができ る力、 新たな価値の創造・ 新たな問題発見・ 解決

でき る 力）を 持つこ と が求めら れており 、 意欲的に学ぼう と する こ ども の育成に努めます。

指　 　 標 ）度年5R（ 状現 ）度年9R（ 標目

こ ども たち がのびのび育つ環境への満足度 2 .9 9 ／５ 3 .1 0 ／５

こ ども たちが安心し て教育を受けら れる環境への満足度 3 .1 2 ／５ 3 .2 5 ／５
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（ 具体的な施策と 重要業績評価指標）

１ ． 結　 婚

〈 出逢いの支援〉

　 結婚は、 個人の考えや価値観が尊重さ れる べき も のである ため、 市は結婚・ 妊娠・ 出産や子

育ての希望を かなえる こ と ができ る 環境づく り に取り 組みます。 結婚の希望を かなえる こ と に

つながる 情報提供と し て、 三重県が実施する「 みえ結婚支援プ ロ ジェ ク ト チーム」事業の周知協

力を 行います。

３ ． 子育て

〈 未就学児の教育・ 保育環境の充実〉

　 保育園、認定こ ども 園、幼稚園等に通っ ていないこ ども を 含め、全てのこ ども の育ち を 応援し 、

全ての子育て家庭に対する 支援を 強化し ます。 また、 少子化や保育施設の老朽化に対応すべく 、

施設の整備や再編・ 統廃合を 進めます。

〈 子育て・ 子育ちへの支援〉

　 こ ど も や子育てし ている 方のニーズを 的確に把握し 、 必要な支援を 切れ目なく 行う こ と によ

り 、 安心し てこ ども を 産み、 健やかに育てる こ と ができ る 環境整備を 行います。

　 また、 地域での子育てを 支援する ために、 図書館や公民館等における 講座や世代間交流等を

実施し 、 家庭教育の充実や地域の教育力向上に取り 組みます。

■重要業績評価指標（ KPI）

２ ． 出　 産

〈 妊娠を 希望さ れる 方、 妊娠・ 出産・ 子育て期までの切れ目のない支援『 松阪版ネウボラ 』の推進〉

　 母子健康手帳の交付、 妊産婦健康診査、 訪問指導、 産後ケア事業、 産前産後サポート 事業、

など妊娠から 出産・ 子育てまで切れ目なく 支援する 松阪版ネウボラ を 推進し ます。 また、 不妊・

不育症で悩む方への情報提供や特定不妊治療、 不育症治療にかかる 経済的支援を 行い、 こ ど も

が欲し いと 望む方への相談支援体制づく り に努めます。

〈 妊産婦への支援と 子育てを 支える 体制づく り 〉

　 まつさ かすく すく 応援パッ ケージ（ 伴走型相談支援・ たまごギフ ト ひよこ ギフ ト ）によ り 、 妊

娠届出時から 妊娠中の妊婦、 出産後の産婦と 赤ち ゃ んに対し 伴走型の相談体制を 作り 、 子育て

家庭を 支援する 各種サービ スの紹介や活用の提案を し ていき ます。 子育て支援セン タ ーやフ ァ

ミ リ ーサポート セン タ ー、 一時預かり 保育や病児・ 病後児保育など 子育てを 支える 体制の充実

を 図り ます。

■重要業績評価指標（ KPI）

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

20 ～ 49 歳の未婚率 41.3％ 39 .0％

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

乳児家庭全戸訪問事業実施率 9 9 .1％ 10 0 .0％

松阪市で今後も 子育てしていきたいと 思う 保護者の割合 97.4％ 10 0 .0％
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４ ． こ ども の教育

〈 地域と と も に創る 魅力ある 学校づく り 〉

　 積極的な市の施策を 示し ながら 、 地域と と も に協議し 、 こ ども たち にと っ て魅力ある 学校や

教育活動を 創り 出し ます。

〈 読書環境の充実〉

　 学校の読書室に図書館司書を 派遣し 、 読書室の環境整備を 行い、 児童生徒の本に対する 関心

の向上を 支援し ます。 また図書館においては、 電子書籍の利用拡大を 図り ます。

〈 こ ども たち の健康課題への対応の充実と「 安全・ 安心な学校生活」の実現〉

　 こ ど も たち が変化の激し い環境の中で、 生涯を 通し て充実し た生活が送る こ と ができ る よ う

健康教育・ 安全教育の推進を 図り 、 自己管理能力の育成を 進めます。

〈 放課後児童ク ラ ブの充実〉

　 放課後児童の健全育成を 図る ため、 放課後児童ク ラ ブ を 全小学校区で利用でき る よ う に設置

を 進めます。 また、 保護者の事務負担軽減を 図る ため、 指定管理者制度を 活用し た運営方法の

転換など、 放課後児童ク ラ ブ全体の充実を 図り 、 小学生の保護者が安心し て働く こ と ができ る

環境を 整えます。

〈 心身の発達に心配がある 又は障がいのある こ ども への支援〉

　 心身の発達に心配がある 又は障がいのある こ ども が、 早期から 必要な療育・ 訓練及び就園就

学相談を 受け、 社会に適応でき 、 安心し て地域生活を 送る こ と ができ る よ う に、 途切れのない

支援を 行います。

〈 児童虐待の防止〉

　 児童虐待、 こ ども の育て方やし つけ、 園や学校等における 集団生活、 非行等の問題行動、 家

庭内の人間関係、 ヤン グケアラ ー、 心や身体の障がいの相談など児童や家庭の種々の問題に関

する 相談に応じ 、 関係機関と 連携を 図り ながら 、 早期発見・ 早期対応に努める と と も に、 虐待

の未然防止、 相談者等の問題の解決又は不安の軽減を 図り ます。

■重要業績評価指標（ KPI）

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

保育園の待機児童数（ ４ ／１ 国基準） ０ 人 ０ 人

こども 誰でも 通園制度の実利用者数 － 10 0 人

児童虐待による死亡等重篤事例件数 ０ 件 ０ 件

「 毎日朝食を食べている」 と 回答した児童生徒の割合
小 92 .8％
中 91.0％

小 9 6 .0％
中 92 .0％

むし 歯のない児童生徒の割合
小 59 .8％
中 65 .5％

小 69 .5％
中 71.5％

子ども 発達総合支援センター利用者アンケート の満足度 91.6％ 9 5 .0％

就学時等における発達に関する相談についての個別
保護者アンケート 満足度

9 0 .0％ 9 5 .0％

指定管理者制度に変更し た放課後児童クラブ 数 0 クラブ 10 クラブ
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〈 郷土教育の充実〉

　 こ ども たちが地域の良さ を 理解し 、 郷土の偉人たち がめざし 育んでき た「 夢」への営みを 学び、

郷土に誇り と 愛着を 持ち、 主体的に未来を 切り 拓いていく こ と ができ る こ ども たち の育成を 図

り ます。

〈 こ ども の学力向上等〉

　 児童生徒の情報活用能力の育成に向け、 タ ブレ ッ ト PC を はじ めと し た ICT環境の構築を 進め、

特色ある 教育を 展開する こ と で学力の向上を めざ し ます。 ま た、 未来を 切り 拓く 力（ 主体的に

判断でき る 力、 多様な人々と 協働し ていく こ と ができ る 力、 新たな価値を 創造する 力、 新たな

問題を 発見し 解決でき る 力）の育成が求めら れています。 生徒指導や人権教育、 外国人児童生

徒教育等において、 幅広く 指導や支援を 行います。

■重要業績評価指標（ KPI）

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

小中学校における外国人児童生徒の就学率 10 0 .0％ 10 0 .0％

教育データ の利活用を 通じ て、 学習指導や校務効率
化に取り 組んだ学校の割合

－ 8 0 .0％

学級満足度尺度調査（ Q -U ） の満足度 67.0％ 69 .0％

「 将来の夢や目標を持っている」 と 回答し た児童生徒
の割合

74 .2％ 8 0 .0％

小学校１ 校あたり の司書派遣回数 33 回 3 6 回

中学校１ 校あたり の司書派遣回数 78 回 81 回

１日 10 分以上読書（ 授業以外） している割合 52 .2％ 6 0 .0％
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Ⅲ.  雇用創出

■ 基本的方向

●

●

●

●

豊かな自然に育まれた農林水産業にはじ まり 、 人や物の集まる 交通の要衝と し て商工業の発展、

観光の充実など、 地域の特性に応じ た様々な産業があり ます。 こ れら の既存産業の継続的な成

長はも と よ り 、今後の社会経済状況の変化に対応し ながら 、企業誘致・ 投資促進などに取り 組み、

地域経済の活性化及び地元企業の育成支援や特に若者が定住する ための生活の基盤と なる 、 求

職と 求人のマッ チン グ支援などによ り 雇用の確保に努めていき ます。

デジタ ルツ ールを 積極的に活用し た情報発信、 プロモーショ ン を 行い、 歴史・ 文化・ 食を 生か

し た観光を 充実し ていき ます。

若者や女性、 高齢者等も 含めどんな世代でも 起業し やすい環境の整備に取り 組み、 起業家にや

さ し く 、 チャ レ ンジを 応援する まち を つく り ます。 また、 新事業の構築や既存事業の組み合わ

せによ る新たな事業展開についてサポート し ていき ます。

一人ひと り がやり がいや充実感を 感じ ながら 働き 、 仕事上の責任を 果たすと と も に、 家庭や地

域生活などにおいても 、 人生の各段階に応じ て多様な生き 方が選択・ 実現でき る社会を めざし 、

仕事と 生活の調和の実現に向けた取組等を 進めます。

（ 具体的な施策と 重要業績評価指標）

１ ． 地域産業の振興

〈 地域産業の活性化〉

　 地域産業の根幹を なす中小企業、 小規模事業者について、 経営基盤の強化を 図る こ と で、 地

域経済の活性化を 推進し ます。

　 さ ら に松阪市、 多気町、 明和町、 大台町にある 商工団体、 労働団体で構成する「 松阪地域雇

用対策協議会」において作成する 企業ガイ ド ブ ッ ク「 企業案内」を 管内及び周辺市の高校へ配布

し 、 地元高校生へこ の地域の企業の魅力を PRし 、 地元就職を 推進し ま す。 ま た、 就職マッ チ

ン グサイ ト「 南三重就活ナビ」を 活用し 、Ｕ タ ーン 就職による 地元就職及び定着を 推進し ます。

〈 多様な連携の促進〉

　 地域の中小企業の経営力向上に向けて、 公開審査で選ぶ市内中小企業１ 社を 産学官金の連携

によ り 集中的に支援し て経営力向上のモデル企業を 創出し 、 成果を 水平展開し ます。

〈 農林水産業の振興〉

　 農業においては、 認定農業者等地域の担い手と なる 経営体を 中心と し た農地集積を 図る ため

の支援を 行います。 また、 特産松阪牛の生産振興と 認知度向上にも 取り 組みます。

　 林業においては、 生産基盤である 路網の整備を 進める こ と によ り 、 木材搬出の効率化や木材

の安定供給を 図る と と も に、 地域材の利用拡大に向けた取組を 進めます。

　 水産業においては、 主要水産物である アサリ 、 アオサ、 ガザミ の資源保護や安定供給の取組

を 松阪漁業協同組合と 連携し て進めます。

地域産業の活性化により 雇用を生み、
　 　 　 　 みんながいき いき と 働けるまちをつく り ます

◆ 基本目標

指　 　 標 ）度年5R（ 状現 ）度年9R（ 標目

いき がいを も っ て働ける 魅力ある 環境への満足度 2 .7 9 ／５ 3 .0 0 ／５
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〈 観光業の振興〉

　 観光施設の整備や観光客の受入態勢の整備、 PR活動等の観光事業を 推進する こ と で、 観光

産業の発展につなげる と と も に、 自然や歴史・ 文化など の地域資源を 観光資源と し て活用し 、

誘客活動を 展開し ます。 さ ら に、 データ の収集・ 分析によ り 旅行者のニーズを 的確に把握し 、

デジタ ルツ ールを 積極的に活用し た国内外の旅行者に向けたプロモーショ ン を 展開し ます。

〈 松阪牛を 初めと し た特産品等の高付加価値化と ブラ ン ディ ン グ〉

　 特産松阪牛を 初めと し た地域特産品の品質向上や販路拡大などを関係団体と 連携し て進めます。

　 また、 松阪市の優れた特産品の魅力を 効果的に発信する こ と によ り 、 ふる さ と 応援寄附金の

受入れ額を 増やすなど、 世界ブ ラ ン ド である 松阪牛を 中心にブラ ン ド 力の一層の向上や、 地域

産業の活性化と 松阪市の知名度の向上を めざし ます。

３ ． 仕事の創出

〈 魅力的な創業環境の構築〉

　 創業支援の連携を 強化し 、 情報発信を 継続的に行う こ と で、 創業希望者を 早期に発掘し 、 創

業サポート を 実施し ます。 また、 創業後の支援についても 専門家派遣を 活用する など、 創業者

の継続的な経営支援を 実施する こ と で、 経営力向上を めざし ます。

２ ． 企業誘致

〈 企業誘致の推進〉

　 地域経済の活性化及び若者の大都市圏への流出を 阻止する ため、 市内への新規立地を 実現し 、

雇用の創出及び税収の確保につと めます。

■重要業績評価指標（ KPI）

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

企業立地件数（ 累計） ２件 1 2 件

■重要業績評価指標（ KPI）

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

高校生の地元就職率
4 5 .5％

（ H30～R4平均値）
4 8 .0％

企業案内掲載企業数 1 0 0 社 1 2 0 社

認定農業者等地域の担い手数 2 0 7 経営体 2 5 0 経営体

モニタリング対象1 0 施設入込客数増減率（ 平均） 1 0 0％ 1 1 0％

観光消費額（ 推計）増減率 1 0 0％ 1 1 0％

市内事業者に対する連携支援件数（ 累計） 1 0 件 4 0 件

ふるさ と 応援寄附金に係る返礼品登録数 7 9 9 件 1 ,1 0 0 件

松阪ブランド の新たな販路確立（ 累計） 2 5 件 1 2 5 件

特産松阪牛の素牛導入頭数（ 市内農家） 1 0 6 頭 1 2 0 頭

年間の素材生産量 4 0 ,3 0 0㎥ 4 8 ,0 0 0㎥
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■重要業績評価指標（ KPI）

４ ． ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンスの推進

〈 多様な働き 方ができ る環境づく り 〉

　 ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン ス（ 仕事と 生活の調和）の実現に向けて社会的気運の醸成を 図る と と

も に、 年齢や性別にかかわら ず、 それぞれの生活スタ イ ルに対応し た多様で柔軟な働き 方や生

き 方ができ る よ う 、 長時間労働などの見直し 、 年次有給休暇取得促進、 男性育児休業取得の奨

励等固定的性別役割分担意識の解消につながる 意識啓発に努めます。

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

創業に向けて相談を行っている者 5 4 人 6 0 人

相談支援から 創業につながった人数 2 0 人 3 5 人

■重要業績評価指標（ KPI）

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

余暇の充実度 6 4 .6％ 6 5 .0％
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Ⅳ.  地域づく り

■ 基本的方向

●

●

住民自治協議会や市民活動団体を はじ めと する 地域で活躍する 様々な団体（ 組織）と 連携し 、 地

域と 行政が一緒になっ て地域の特性を 生かし たまちづく り を 進めます。 特にコ ミ ュ ニティ セン

タ ー化など住民主体による 地域づく り を 推進し 、 地域住民同士の一体感や地域への愛着を 深め、

地域コ ミ ュ ニティ の活性化を 図り ます。

ハード ・ ソ フ ト の両面から 防災・ 防犯・ 交通安全対策を 推進すると と も に、 関係機関及び団体

と の連携を 深め、 各分野における 迅速性、 正確性を 高める べく デジタ ル技術の活用も 検討し な

がら 、 市民が安全・ 安心に生活を 送るこ と ができ るまち づく り を 進めます。

（ 具体的な施策と 重要業績評価指標）

１ ． コ ミ ュ ニティ づく り

〈 地域主体のまちづく り 〉

　 コ ミ ュ ニティ セン タ ーが地域づく り の拠点施設と なり 、 その地域に応じ た利活用を 行い、 持

続的に地域づく り 組織が運営を 行っ ていく 場所を 提供し ます。 また、 地域づく り 活動の支援及

び生涯学習の普及振興、 かつ地域住民の福祉の増進に努めます。

〈 地域づく り のための連携〉

　 地域づく り 活動に取り 組む団体等の発掘や育成、 また団体間の交流や住民自治協議会等と の

連携を 図る こ と により 、 地域力の底上げを 行い、 活力ある 地域づく り に取り 組みます。

〈 高齢者によ る 地域で支える 仕組みづく り 〉

　 高齢者が地域の様々な集いの場に自ら 進んで参加し 、 介護予防や健康増進を 図る こ と により 、

地域を 支えるまち づく り の仕組みを 作り ます。

〈 スポーツと 連動し たまち づく り 〉

　 スポーツ を「 する」楽し み、「 観る」感動、「 支える」喜びを 感じ る 活動を 通じ て、 本市における

スポーツ 活動の魅力を 高め、 交流人口の増加や経済効果、 観光客の誘客など、 スポーツ と 連動

し たまち づく り を 進めます。

地域の絆を深め、 安全で安心な住みよいまちをつく り ます

◆ 基本目標

指　 　 標 ）度年5R（ 状現 ）度年9R（ 標目

総合的にみて松阪市は住みやすいまち と 感じ る 人の割合 8 0 .8 ％ 8 5 .0 ％

住民自治協議会のまちづく り 活動に参加し ている 人の割合 5 0 .4 ％ 6 0 .0 ％

市民と 行政と の協働を 推進する まちづく り の満足度 2 .9 3 ／ 5 3 .0 5 ／ 5
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■重要業績評価指標（ KPI）

２ ． 安全・ 安心

〈 交通安全対策の充実〉

　「 交通事故のない松阪市」の実現のため、 年代に合わせた啓発活動を 行う こ と によ り 、 市民一

人ひと り の交通安全意識の醸成を 図り 、 地域と 連携し 地域の状況に応じ た交通安全対策を 展開

し ます。 また、 交通事故撲滅に向け、 効果的な交通環境の整備を 進めます。

〈 防犯対策の充実〉

　 地域でこ ども や高齢者など を 見守る ための体制づく り など、 地域や関係団体と 連携し た防犯

対策に取り 組むこ と によ り 、 安全で安心なまち づく り を 進めます。

〈 防災・ 減災対策の推進〉

　 災害への備えによ り 地域の防災体制の強化を 図る と と も に、 継続的な防災啓発と 防災教育に

取り 組み、 災害に強い安全で安心なまち づく り に努めます。

〈 安心し て暮ら せる まちづく り 〉

　 床上浸水被害ゼロを めざし 、 雨水対策を 進めます。

■重要業績評価指標（ KPI）

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

交通事故死傷者数（ 1 月～1 2 月） 3 1 7 人 2 7 0 人

犯罪をなく し安全で安心して暮らせるまちづく りの満足度 3 .0 0 ／5 3 .0 5 ／5

災害に対する備えをし ている市民の割合 3 7 .7％ 5 0 .0％

市の防災対策に関する満足度 2 .9 0 ／5 3 .0 0 ／5

住民自治協議会における地区防災計画の策定率 1 6 .3％ 3 4 .9％

浸水対策事業に対する市民満足度 2 .8 3 ／5 2 .9 0 ／5

指　 　 標 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度）

指定管理者制度導入コミ ュニティ センタ ー数 1 地区 1 0 地区

市民活動センタ ー活動団体の新規登録件数 2 0 団体／年 2 0 団体／年

お元気応援ポイント 事業団体登録数 7 4 2 団体 8 0 0 団体

「 みえ松阪マラソン」に対するランナーから の総合評価 8 0 .9 点 8 5 .0 点

「 みえ松阪マラソン」開催における経済波及効果 1 0 億1 ,3 4 7 万円 1 2 億円

気軽にスポーツを行う こと ができる環境づく りに対す
る満足度 

3 .0 0 ／5 3 .1 0 ／5
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